
  折りたたみ輪行箱の梱包方法  折りたたみ輪行箱の梱包方法  折りたたみ輪行箱の梱包方法  折りたたみ輪行箱の梱包方法

第2版　2015/08/20
1 / 6 



梱包キット内容

外箱 ｘ　1輪行箱 ｘ　1タイヤ用段ボールパット ｘ　2エアキャップ ｘ　4　フレーム固定バンド ｘ　1
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梱包方法１）サイクルコンピュター等の付属を外します。２）前後輪を外してください。３）サドル（シート）は外すか下げてください。４）ペダルを外す必要がある場合は、外してください。※１＊前輪と後輪を外してください。クイックを無くさないように注意ください。

＊後輪を外す際にフレームにエアキャップを巻いておくと、フレームを傷つける事がありません。※１）サイズによってはペダルを外さなくても入るものもありますが、その場合はペダルが段ボールに穴をあけないようにエアキャップ等で保護してください。
サドル（シート）は、フレームサイズによって違いますので、入らない場合は外すか、下げるかしてください。シートの擦れ傷が気になる場合は、エアキャップ等で保護してください。
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５）主要部分をエアキャップを使って保護します。

後輪ギヤー部分 ブレーキ部分＊他に必要箇所があれば緩衝材で保護してください。６）本体の底を組立て 布テープを貼り封函します注：クラフトテープ不可
７）逆位（ハンドルを下向き）にして入れます

　高さが収まるように！

ハンドルをギアの無い方へ切り、フレームを箱に対し斜めにして入れてくださいその際、バイクの高さが箱の中へ収まるように調整してください出てしまう場合はシートを下げるか抜いてください
シートを取り付けたまま下にする場合シートと底の間にエアパッキンやタオルなどを当てて保護してください。
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８）外箱と段ボールパットを利用し、タイヤを入れる仕切りにご利用ください外箱

段ボールパット2枚

パット２枚でタイヤを保護します。 エアキャップは主要部分に巻いてください。＊空いている隙間に緩衝材を詰めてください。

外箱を畳んだ中にタイヤを入れて、緩衝剤として使ってください
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９）新方式【フレーム固定ベルト】リアディレーラーが破損しないように固定ベルトを使ってフレームをハンドル側にしっかりと締め付けて固定します① ②

③ 締めつけ順序①手かぎ穴よりベルトを箱の中に入れます
ディレーラーが他に当たらないように空間を作ってください１０）布テープで封かんして完了です 空いているスペースにヘルメットやシューズジャージなどの衣類を同梱してもOKです

　　

②チェーンステーの間を通し反対の手かぎ穴へ通します③箱の側面でバンドの金具を通し、ハンドルが箱に固定されるまで締めつけます
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